
ベ
ス
ト
８
を

目
指
し
て

主
将
の
森
あ

ず
さ
さ
ん
の
談

話
。
「
留
萌
戦
は

１
セ
ッ
ト
目(

25-

19
）
の
入
り
出
し

が
悪
く
、
自
分
た

ち
の
バ
レ
ー
が
で

き
な
か
っ
た
。
も
っ

と
余
裕
で
勝
て
る

の
に
ミ
ス
で
点
を

取
ら
れ
た
。
２
セ
ッ

ト
目
（
25-

12
）

は
最
初
に
サ
ー
ブ

が
決
ま
り
、
そ
の

流
れ
で
自
分
た
ち

の
ペ
ー
ス
で
プ
レ
ー

で
き
、
次
の
試
合

に
つ
な
が
る
良
い

準
備
が
で
き
た
。

帯
広
南
商
業
戦

は
こ
の
試
合
に
勝

て
ば
、
ベ
ス
ト
８

な
の
で
、
気
合
い

が
入
っ
て
い
た
。

だ
が
、
出
だ
し
か
ら
相
手
の
ペ
ー
ス

に
飲
ま
れ
、
１
セ
ッ
ト
目
10
点
、
２

セ
ッ
ト
目
７
点
と
な
か
な
か
点
数
を

と
る
こ
と
が
で
き
ず
に
終
わ
っ
て
し

ま
っ
た
。
最
後
は
「
こ
こ
ま
で
離
さ

れ
た
ら
、
悔
い
は
な
い
。
最
後
に
南

商
と
試
合
で
き
て
楽
し
か
っ
た
」
と

思
え
た
。
南
商
は
今
大
会
ベ
ス
ト
４

入
り
し
た
。

ま
だ
ま
だ
中
村
先
生
と
バ
レ
ー

を
し
た
か
っ
た

全
道
ベ
ス
ト
８
と
い
う
目
標
は
達

成
で
き
な
か
っ
た
け
れ
ど
、
素
敵
な

仲
間
と
先
生
、
そ
し
て
い
ろ
い
ろ
な

人
か
ら
の
応
援
が
心
強
く
、
最
後
ま

で
戦
う
こ
と
が
で
き
た
。
感
謝
の
思

い
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

こ
れ
ま
で
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が
あ
っ

た
が
、
み
ん
な
で
乗
り
越
え
、
最
高

の
チ
ー
ム
が
で
き
た
。
ま
だ
ま
だ
、

先
生
と
バ
レ
ー
を
し
た
か
っ
た
。
」

12
月
１
週
目
は
新
人
戦
だ
。
新
チ
ー

ム
の
活
躍
に
も
期
待
し
た
い
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
全
道
大
会

ア
イ
ヌ
民
族
の
助
け
合
い
精
神

11
月
７
日
・
８
日
、
札
幌
市
の
か

で
る
２
・
７
で
高
文
連
第
21
回
全
道
高

等
学
校
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
研
究
大
会
が
開

催
さ
れ
、
３
名
が
参
加
し
た
。

全
体
講
演
は
本
田
優
子
氏
（
札
幌

大
学
教
授
）
が
『
ア
イ
ヌ
民
族
の
歴

史
と
文
化
～
助
け
合
い
の
精
神
が
つ

く
る
社
会
～
』
と
題
し
て
話
さ
れ
た
。

例
え
ば
き
の
こ
を
採
取
す
る
か
ご

の
話
。
植
物
で
編
ん
だ
か
ご
に
は
隙

間
が
あ
り
、
そ
こ
か
ら
き
の
こ
の
胞

子
が
出
る
こ
と
で
、
自
然
と
も
「
分

け
合
う
」
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
。

そ
う
い
う
こ
と
が
自
然
に
で
き
る
ア

イ
ヌ
文
化
の
魅
力
を
知
っ
た
。

分
科
会
は
15
分
科
会
の
中
の
第
１

分
科
会
「
構
成
的
グ
ル
ー
プ
エ
ン
カ

ウ
ン
タ
ー
～
自
己
理
解
と
他
者
理
解

の
魅
力
を
体
験
」
（
講
師
・
ス
ク
ー

ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

畠
山
貴
代
志
氏
）
、

第
２
分
科
会
「
絵
本
を
題
材
に
、
足

元
の
感
動
を
ご
一
緒
に
」
（
講
師
・

絵
本
セ
ラ
ピ
ス
ト
協
会
認
定

絵
本

セ
ラ
ピ
ス
ト

長
木
け
い
氏
）
に
参

加
し
た
。

第
１
分
科
会
に
は
三
影
は
つ
か
さ

ん
、
山
谷
愛
花
さ
ん
が
参
加
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
激
減
し
た
対
面
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
円
滑
に
し
、

本
音
で
話
せ
る
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
を
し

た
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
の
非
対
面
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
急
増
で
、
今
ま
で

以
上
に
人
間
関
係
に
ス
ト
レ
ス
を
感

じ
る
高
校
生
が
少
な
く
な
い
が
、
本

音
の
交
流
や
感
情
交
流
を
グ
ル
ー
プ

で
取
り
組
み
、
初
対
面
で
も
で
き
る

親
密
な
人
間
関
係
づ
く
り
の
手
法
を

体
験
し
た
。
「
今
後
に
活
か
せ
る
内

容
だ
っ
た
」
と
い
う
。

第
２
分
科
会
に
は
瀧
上
萌
友
さ
ん

が
参
加
し
た
。
は
絵
本
の
世
界
か
ら

人
を
元
気
に
す
る
こ
と
、
優
し
さ
や

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
つ
い
て
認
識
の
幅

を
広
げ
る
内
容
だ
っ
た
。
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３
年
生
７
名
が
引
退

11
月
11
日
か
ら
札
幌
き
た
え
ー
る
で
第
77
回
全
日
本
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
高
等
学

校
選
手
権
大
会
北
海
道
代
表
決
定
戦
（
春
の
高
校
バ
レ
ー
）
が
開
催
さ
れ
、
本

校
は
２
回
戦
で
留
萌
を
２-

０
で
下
し
、
３
回
戦
で
帯
広
南
商
業
に
０-

２
で
敗

退
、
ベ
ス
ト
16
と
な
っ
た
。
３
年
生
７
名
の
引
退
試
合
と
な
っ
た
。

上はバレー部全員。下は中村先生を囲む３年生。

コ
ー
ト
上
で
声
を
掛
け
合
う


